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実績値 公表値( 1月)

79億円 未達
対公表（1月）

111億円未達
対公表（1月）

138億円未達
対公表（1月）

（億円） （億円）

（億円）（億円）

1,005億円縮小
対公表（1月）



2008年度連結業績 （実績） の概要 - 前年同期との比較 -2008年度連結業績 （実績） の概要 - 前年同期との比較 -

４

＊本資料では、２００７年度までにグループ外化した非医薬品事業の業績、並びに欧州子会社の決算期変更による影響を特殊要素としてとらえ
ています。従いまして、実質的な比較を容易にするために、これらの影響を除外した業績を特殊要素除外後として表示しております。



増減の内容 - 前年同期との比較 -増減の内容 - 前年同期との比較 -

５

１．連結売上高 ８,４２１億円 （-３８０億円, -４.３%）

２．連結営業利益 ８８９億円 （-６８０億円, -４３.３%）

特殊要因 (-75億円)
●非医薬品事業の外部化 (-320億円) ●’07 欧州子会社決算期変更 (-141億円)
●Ranbaxy社の’08年10-12月期 売上寄与(+386億円)

実質比較 （-305億円）
●円高、薬価改定、販売権の返還 等の影響が大きく減収
●前年に一時金収入が計上されていたことも今年度の減収要因

特殊要因 (-205億円)
●Ranbaxy社の連結子会社化に伴う連結調整 (-193億円)

実質比較 (-475億円)
●減収による売上総利益減 (-195億円)
●販管費 (+153億円)

・海外事業基盤強化(DSI/DSE +102億円) ・U3 Pharmaのれん償却 (+38億円) 

●研究開発費 (+127億円)
・ArQule社提携一時金 (+75億円)  ・Edoxaban, Denosumab, CS-8958等ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ費用増



増減の内容 - 前年同期との比較 -増減の内容 - 前年同期との比較 -

６

３．経常利益 ５５２億円 （-１,１３９億円, -６７.４%）

営業外収益の悪化 (-47億円)
●運用資金の減少等に伴う受取利息の減 (-23億円)

営業外費用の増嵩 (+412億円)
●Ranbaxy関連 (+260億円)

・デリバティブ評価損 (+148億円) ・借入金等為替差損 (+106億円)

●Ranbaxy以外 (+152億円)
・為替差損 (+68億円) ・擬似ストックオプション評価損 (+49億円)

・支払い利息増 (+18億円)

４．当期純利益 -２,１５５億円 （-３,１３２億円）

特別利益の減少 (-123億円)
●固定資産売却益の減 (-44億円) ・ ’07関係会社株式売却益計上 (-87億円)

特別損失の拡大 (+3,489億円)
●Ranbaxy関連 (+3,516億円)・・・内のれん減損 (+3,513億円)
●Ranbaxy以外 (-27億円))・・・ ’07事業統合関連損失等 ＞ ’08臨時償却費等

法人税等 (-1,483億円)

少数株主利益 (-137億円)



７

2008年度連結業績 （実績） の概要 - 業績予想（1月）との比較 -2008年度連結業績 （実績） の概要 - 業績予想（1月）との比較 -



８

業績差異の理由 - 業績予想 （1月） との比較 -業績差異の理由 - 業績予想 （1月） との比較 -

１．連結売上高 ８,４２１億円 （-７９億円）

Ranbaxy関連 (-14億円)・・・１月時点の暫定実績値との差異

Ranbaxy以外 (-65億円)・・・国内医療用医薬品 (-83億円)

２．連結営業利益 ８８９億円 （-１１１億円）

Ranbaxy関連 (-87億円)
●Ranbaxy社の連結子会社化に伴う連結調整 (-83億円)

・IPRD (69億円) ・棚卸資産利益相当払い出し分 (18億円)

Ranbaxy以外 (-24億円)・・・売上未達に伴う売上総利益減 (-26億円)

３．経常利益 ５５２億円 （-１３８億円）

営業外収支の悪化 (-27億円)・・・DSI (-40億円)

４．当期純利益 -２,１５５億円 （+１,００５億円）

法人税等 (-1,078億円)



９

主要製品の状況 - 邦貨換算 -主要製品の状況 - 邦貨換算 -

注： 決算期変更により２００７年度はDSEについて、２００７年１月～２００８年３月の１５ヶ月分を計上。
また、これらによる影響を除外した増減額を実質比較として表示。



１０

主要製品の状況 - 現地通貨ベース -主要製品の状況 - 現地通貨ベース -

注： 決算期変更により２００７年度はDSEについて、２００７年１月～２００８年３月の１５ヶ月分を計上。
また、これらによる影響を除外した増減額を実質比較として表示。



Ranbaxy社関連トピックRanbaxy社関連トピック

１１

2008年6月：複眼経営による医薬品事業戦略発表

2008年9月：パオンタサヒブ、デワスの２工場に対して米国GMP違反の警告
状が出され、当該工場の米国向製品について輸入禁止措置

2008年11月：公開買付、創業家一族からの取得、第三者割当の引受を経
て連結子会社化完了

2009年2月：パオンタサヒブ工場に対し、米国FDAによるAIP （Application 
Integrity Policy）が発動。⇒外部機関を含めた拡大対策チーム設置

2009年3月：パオンタサヒブ工場に対し、英国並びにオーストラリアの薬事当
局よりGMP適合工場の確認書受領

2009年4月：インドにおいて、GSKに加えてRanbaxy社を通じたオルメサルタ
ンビジネス開始（商品名：オルバンス）

2009年5月：AIP問題への対応を進める中で、米国においてニトロフラントイ
ンの製品自主回収



Ranbaxy社 グループ連結 - 会計処理による2008年度損益への影響 -Ranbaxy社 グループ連結 - 会計処理による2008年度損益への影響 -

１２



１３

Ranbaxy社 グループ連結 - のれんの一時償却 （減損） -Ranbaxy社 グループ連結 - のれんの一時償却 （減損） -

2009年
3月31日

のれん
4,087
億円

のれんの残高

のれん
3,985
億円

のれんの減損額算出

3,513
億円

6ヶ月分
償却

2008年
10月1日

R社12月末
純資産
DS持分

388億円

のれん
3,985
億円

3月末子会社
(R社)株式

時価

859億円

減損
3,513億円

2009年
3月31日
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【Ranbaxy社営業外損益（10-12月）実績】

ゼロコストオプションを利用した将来想定売上に
対する包括為替ヘッジ

＄建転換社債（FCCB）等、借入評価替等

１４

Ranbaxy社 営業外損益の影響Ranbaxy社 営業外損益の影響

ドル高/ルピー安による 営業外費用の拡大

1$=46.1ルピー(‘08.9末) 47.9ルピー(‘08.12末) 50.9ルピー(‘09.3末)

‘02年12月

2008.9
46.1INR

2008.12
47.9INR

2009.3
50.9INR

‘04年12月 ‘06年12月 ‘08年12月

USD/ルピー チャート



2008年度末バランスシートの状況2008年度末バランスシートの状況

１５

（単位：億円）

総資産：+67億円

自己資本比率
83.6% 57.7%

負 債資 産

純資産

14,879 14,946

12,445

8,886

2,434

6,060Rへの投資
-2,483

その他
-768

のれん
+471R資産

+2,847

DS借入
+2,400

R負債
+1,965

その他
-739

その他
-46

減損
-3,513

DS：第一三共
R ：Ranbaxy
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2009年度連結業績予想の概要 ①2009年度連結業績予想の概要 ①

１９

売 上 高 営 業 利 益

経 常 利 益 当 期 純 利 益

２００８年度 ２００９年度 ２００８年度 ２００９年度

２００８年度 ２００９年度 ２００８年度 ２００９年度

実績値 予想値

+14.0 % 増加
対前年同期

+8.0 % 増加
対前年同期

+25.1 % 増加
対前年同期

（億円） （億円）

（億円）（億円）



２０

2009年度連結業績予想の概要 ②2009年度連結業績予想の概要 ②

中期経営計画未達の主要因

販管費

後発品処方促進策浸透

市場拡大再算定 （オルメテック）

導入元への製品返還

円高
新製品遅延 （ﾌﾟﾗｽｸﾞﾚﾙ, ｲﾝｼﾞｪｸﾀﾌｧｰ）

リベート率拡大
ﾌﾛｷｼﾝ ｵﾃｨｯｸ のジェネリック上市

営業基盤拡充のための先行投資

開発後期大型プロジェクト費用増

癌関連パイプライン強化

ランバクシー連結調整費用の発生

海外営業

国内営業



主要製品の売上高計画主要製品の売上高計画

２１

*プラスグレルの共同販促収入に関する業績予想は開示しておりません。



主要経営指標主要経営指標

２２



研究開発
パイプラインの状況

研究開発
パイプラインの状況



2008年度中に達成した主要マイルストン2008年度中に達成した主要マイルストン

２４

欧州EFIENT®の承認・発売

EdoxabanのAFに対するPhase 3試験開始

アーキュール社・U3ファーマ社と提携

欧州でSEVIKAR® (オルメサルタン/アムロジピンの合剤) 発売

インフルエンザ治療薬CS-8958のPhase 3試験開始

アムジェン社のDenosumabが骨粗鬆症および癌を対象とした
Phase 3試験における良好な成績獲得



研究開発パイプラインの進捗研究開発パイプラインの進捗

２５

2008年度第３四半期決算発表（１月）以降の変化

新規追加

・3剤配合剤※（CS-8635）/高血圧症（欧）：P3 

※オルメサルタン、アムロジピン、ヒドロクロロチアジド

・Tigatuzumab （CS-1008）/抗DR5抗体(日)：P1

・ソナゾイド/超音波造影剤(日本のみ)：P2 

<効能追加：前立腺病変造影/乳腺病変造影>

ステージの変更

・プラスグレル/抗血小板剤(欧)：申請中→発売 <PCI-ACS>

・レボフロキサシン高用量製剤(日本のみ)：申請中→承認

・ヒトグレリン(日)：P2→P3



主要開発品目一覧表主要開発品目一覧表

２６

ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ（日本以外）で開発している課題に関しては、最も進んだｽﾃｰｼﾞのみ記載

ｱﾝﾀﾞｰﾗｲﾝ（青字）は現在の優先プロジェクト

#：日本のみの開発



2009年度の主要経営課題
-第1期 中期経営計画最終年度にあたって-

2009年度の主要経営課題
-第1期 中期経営計画最終年度にあたって-



2009年度の主要経営課題 ①2009年度の主要経営課題 ①

持続的成長に向けた収益力の強化と損益構造の改善

第1期中期経営計画の総括と2015年ビジョン達成に向けた第2期中期経営

計画の策定

クロスワイズ体制の進化による製品ポテンシャル最大発揮、国内市場シェア

6％の回復

海外におけるセールスフォース強化の成果創出と生産性向上

抜本的な業務のあり方の見直しによる業務運営効率の徹底追求

グローバル事業展開を支えるマネジメントの進化
地域/法人軸と機能軸によるグローバルマネジメント体制の構築

グローバルサプライチェーン体制およびグループ原価低減の着実な推進

２８



2009年度の主要経営課題 ②2009年度の主要経営課題 ②

優先開発プロジェクトの確実な推進と重点領域における創薬研究の

成果拡大

最優先開発プロジェクトのオンスケジュールでの開発推進

癌/抗体領域における投資効果の発揮、研究パイプラインの充実

複眼経営の実現に向けたランバクシーとの協業体制の推進
FDA問題の早期解決

バリューチェーン機能の協業体制の構築

グローバルリーチ活用策の推進

２９



2009年度 第一三共主催 主要イベント予定2009年度 第一三共主催 主要イベント予定

３０



本資料に関するお問い合わせ先

第一三共株式会社

コーポレートコミュニケーション部

TEL: 03-6225-1126
FAX: 03-6225-1132

本資料における将来の予想等に関する各数値は、現時点で入手可能な情報に基づく弊社の判断や仮定
によるものであり、リスクおよび不確実性が含まれております。したがって実際の業績等は、予想数値とは
異なる結果となる可能性があります。
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